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バーコードに隠されたストーリー　コーディン
グシステムが最も普及した技術的背景

業界に偏在している事は、コードリーダメーカーのイノベーションを妨げるものでは
ありません。

私たちには休祭日というものがあるにもかかわらず、消費者向け⼩売/オンライン⽀出、ロジ
スティクスと輸送、製造、及び流通の季節的ピークでは、毎⽇ 50億を超えるバーコードが依
然としてスキャンされています。最初のバーコードがチューインガムのパケットで70年代に
スキャンされたことを考えると、それ以来⽐較的進化していない機械可読な統一商品識別コー
ドUPC（ユニバーサル・プロダクト・コード）を提供するための並外れた⽅法であることは明
らかです。⼀⽅、バーコードを識別してデコードするシステムは、⾧い道のりを歩んできてお
り、より速く、より⼩さく、より安く、より強靭な コードリーダを提供するために進歩を続
けています。

成功するすべてのイノベーションは、必然性から⽣まれ、アイデアとソリューションによって
実現されます。UPCのアイデアは、最初の商⽤コードがスキャンされた何⼗年も前にさかのぼ
り、バーナード・シルバーとノーマン・ジョセフ・ウッドランドによって特許が取得された、
ソリューションも同様であります。ウッドランドは、モールス信号を踏まえて、バーコードシ
ンボルのアイデアを最初に思いつきました。Smithsonian Magazineによると、ウッドランド
は買い物客がより迅速に列に沿って移動できるようにさせるために、ビーチチェアに座って、
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スーパーマーケットにある⾷料品の 識別とカタログ化を容易にするという課題について考え
ていました。彼はコンピューターであれば認識できるはずであるコードを必要とし ていた。
モールスが彼の頭に浮かんだ。

「砂に4本の指を突っ込んだとき、ドットとダッシュについて考えていたのを覚えています。
なにかしらの理由で－私は知らなか ったのですが－⼿を⾃分の⽅に引っ張ると、4本のライ
ンができました。私は⾔いいました 「ゴリー！今、4本のラインができたよ、ドットと ダッ
シュでなく太いラインと細いラインにできるはずだ。今は、すごいものを見つ ける絶好のチ
ャンスだ。」

オリジナル特許は、実際にはさまざまに変わる厚さのバンドの同⼼円の形をしていました
が、70年代に商品化されたUPCバーコードシンボルは、現在でも使⽤されているおなじみの
1Dバーコードに似ていました。このようなウッドランドの影響は、1971年に亡くなったとき
に起こりました、MAD Magazineが、彼に敬意を表して、特別号を発行しました。

印刷技術は、いっそう⼩型のUPCを可能にするために進化しましたが、読み取り技術は、レー
ザーと光電⼦増倍管を使⽤した電子機械スキャンから、画像を取り込み処理するイメ―ジャを
ベースにしたシステムに進化しました。1Dレーザーベースのスキャナーはまだ製造および配
備されていますが、読み取りシステムの最も重要な進歩は、2Dイメ―ジャベースの コードリ
ーダの発明に由来しました。イメ―ジャベースのコードリーダは、任意の⽅向で1Dバーコー
ドを読み取ることができますが（⼀⽅向レーザーベースのシステムの場合はそうではありませ
ん）、2次元マトリックスベースのバーコードシンボルへの進化も可能にしました。

ジョー・ウッドランド（左）
と バーナード・シルバーは
1949年に特許を申請
し、1952年に特許が付与さ
れた。 
エール⼤学プレスのご好意による
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このコードリーダ技術の遷移は約15年前に始まりましたが、現在では今⽇の市場の⼤部分を占
めており、年間3500万台を超えるスキャナーが製造されていると推定されています。さまざま
な形式の2Dバーコードは、従来の1Dと⽐較してコード化可能なデータの⼤幅な増加をもたらし
ています。通常、1Dバーコードは20～25⽂字を構成できますが、2Dコードは特定のバーコ ー
ドタイプに応じて2,000⽂字を超えます。より多くの製品情報と詳細を保存する明らかな機能と
は別に、印刷が不⼗分なコードや破損したコードに対する 耐性の強化を確実するためにチェッ
クサ ムやその他のエラー訂正技術を2Dバーコードにコーディングすることできます。

バーコードの仕組みはどうなっていますか？
バーコードシンボルは、データベース内のデータ列またはキー・ツー・データをエンコードし
ます。

•	 1Dバーコードは典型的には、部品番号、製品コード、または品目のシリアル番号をエンコ
ードします。通常、単一のデータ列はデータベースにリンクして、関連データベース・レ
コードを検索するのに使用されます。例えば、食料品店UPCシンボルは、店舗のデータベ
ースから製品の説明、価格、計量単位、およびサイズを検索します。

•	 2Dバーコードは、数百⽂字のデータを保持できる可能性があり、かつ典型的にはデータベ
ース・レコード全体をエンコードすることが可能ですので、データベースへの接続も－任
意のソフトウェアにおける検索機能も必要ありません。2Dバーコードは、複数⾔語の⽂字
や、URL、電⼦メールアドレス、電話／テキストデータ、さらにはデジタル化された⾳声デ
ータや画像などの他のバイナリデータを含めることができます。また、エラー検出および訂
正アルゴリズムが含まれているため、それらを⾮常に強固にすることができです。

出典: SATO Auto-ID
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1Dバーコードの主要な形式
•	 Code 39は、電⼦機器、医療、政府で⼀般的な、最も古いバーコードデザインの1つです。 

128個のASCII⽂字セット全体を含めることができ、ラベルのサイズによってのみ制限され
ます。

•	 Code128はASCII128⽂字セットから派⽣していますが、よりコンパクトになるように最適
化されているため、世界中の包装および出荷アプリケーションにおいて人気があります。

•	 インターリブド（Interleaved2 of 5）は、倉庫、流通、及び製造に⼀般的に使用されている
数字のみのバーコードです。

•	 国際商品識別コード（EAN：International Article Number）は、UPCのスーパーセットと
見なされており、特に書籍のトレーサビリティのために書店、図書館、⼤学、卸売業者によ
って使⽤されています。

•	 ユニバーサル・プロダクト・コード（（UPC： Universal Product Codes）は、ほぼすべて
の⼩売製品に使用されており、迅速なレシート印刷と在庫追跡のために設計されています。
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2Dイメ―ジャをベースにしたコードリーダは、イメージセンサーを使⽤した結果として著し
い進化の可能性をもたらします。また、これまで不可能だった追加機能も提供します。これ
には、写真の撮影やビデオの録画が含まれ、単にいくつかの人気のアプリケーション例とし
て、ドキュメントスキャン、OCR（直交⽂字認識）、オブジェクトの検出と⼨法設定などの
より⾼度な機能が有効になります。

Code 39は、電⼦機器、医療、政府で
⼀般的な、最も古いバーコードデザイン
の1つです。 128個のASCII⽂字セット
全体を含めることができ、ラベルのサイ
ズによってのみ制限されます 。

Code128はASCII128⽂字セットから派
⽣していますが、よりコンパクトになる
ように最適化されているため、世界中の
包装および出荷アプリケーションにおい
て人気があります。

Interleaved2 of 5は、倉庫、流通、及
び製造に⼀般的に使用されてい数字のみ
のバーコードです。
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国際商品識別コード（EAN）は、UPC
のスーパーセットと見なされており、特
に書籍のトレーサビリティのために書
店、図書館、⼤学、卸売業者によって使
⽤されています。

ユニバーサル・プロダクト・コード
（UPC）は、ほぼすべての⼩売製品に使
用されており、迅速なレシート印刷と在
庫追跡のために設計されています。

PDF417は、USPSおよび国⼟安全保障
省に選択の対象にさせる⾼度なエンコー
ディング機能を備えた、スタック式、リ
ニア2Dバーコードです。

Data Matrixは⾮常に⼀般的な2Dバー
コードになり、⼩さいスペースに⼤量
の情報を収容することができますが、
⾼度なスキャナーで画像を変換する必
要があります。



7

Teledyne e2v イメージセンサー は、この市場で強い特色があり、他の2Dセンサーオプション
よりも優れたメリットをもたらします。これは主に、⺠⽣⽤または⾃動車⽤アプリケーション
といった汎⽤目的とは対照的に、バーコード読み取り用途専⽤に設計されているからです。

クイックレスポンス（QR）コードは、
バーコーディングの最新トレンドです。
他の2Dバーコードほどコンパクトでは
ありませんが、インターネットリソース
にリン クするためにマーケティングで
よく使⽤されます。

Learn more about Teledyne e2v’s image sensors:

https://imaging.teledyne-e2v.com/

https://imaging.teledyne-e2v.com/
http://www.teledyne-e2v.jpn.com/products/imaging/cmos-image-sensors/



